
おたるみなと資料館 

 

 小樽港北防波堤の建設、それに続く石狩湾の防波堤建設工事に関する模型、資料、写真が、

おたるみなと資料館に展示されています。1897 年に小樽港北防波堤の建設のための現場事務所

としてできた小樽港湾事務所の中におたるみなと資料館があります。この防波堤の建設は、土木技

師である廣井勇（1862年–1928 年）の指揮のもと、1897 年に始まり、海外からの最新の機

械、新しい材料、廣井が生み出した技術で進められました。 

 

 廣井は防壁の最適な高度と角度を計算するために波圧公式を考案し、波の状態や海底の形状

に合うようなさまざまなインターロッキングブロックを設計しました。これにより防波堤の性能を最適化す

ると同時に、材料コストを削減しました。この資料館には防波堤の縮尺断面模型や、１つあたり

14-24 トンのコンクリートブロックなどが展示されています。 

 

 海中にコンクリートブロックを設置するために使われたのが、蒸気で作動するイギリス製のスタッキング

装置でした。展示されているその装置の写真を見ると、小樽港北防波堤建設工事がいかに大規模

であったかが分かります。「タイタン」と呼ばれるこの装置は、24 トンを吊り上げる能力があり、建設が

進むにつれ、防波堤沿いに置かれたレールの上を移動しました。９名の作業員（水中でブロックの

並びを確認するダイバー2人を含む）により、タイタンで１日に約 16個のブロックを設置することがで

きました。 


